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ー一一一長崎国体の歌一一一一

(1) わたる風 ひかる雲

いのち澄u' 長崎の朝よ

うつくしく きよく 若き夢

いまここに集う われら

ああ長崎長崎国体

(2) あがる旗燃える炎

ちから湧く 長崎の空よ

たくましく つよく えらばれて

いまわざを競う われら

ああ長崎長崎国体

歌制定の由来

昭和40年全国から公募。

約500点の中から東長崎の田島す

え子さんの作品を選び、昭和41年

10月、県の実行委員会で決定。

第24回目の国民体育大会の開催が長崎と決まって 1年たちました。

大村市でも、ソフトポールとラグビーが行なわれますが

施設でも、競技でも、着々と準備が進んでいます.

美しい大村市をつくり、，国体に対する関心を深め、

明るく豊かな大村市を建設しよう。

〔写真上J=市民会舘で行なわれた 1周年記念式典.

〔写真下J=長崎国体決定1週年の市中パレード。
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〈
さ
ん
の
人
が
集
っ
て
〈
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は

長
崎
県
民
が
、
力
を
合
わ
せ

て、

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

肱
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犬

村

市

政

だ

よ

り

に
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調
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Y
'下山れ・

国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

「
町
を
、
き
れ
い
に
い
た
し
ま

二
年
後
の
昭
和
四
十
四
年
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
し

よ
う
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま

に

、

長

崎

で

第

二

十

四

回

国

耳

に

し

ま

す

。

し

た

。

で

も

私

は

、

い

〈

ら

民
体
育
大
会
が
聞
き
い
き
れ
大
村
市
も
ラ
グ
ビ
ー
、
ソ
「
花
を
植
え
ま
し
ょ
う
。
」

る
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
で
フ
ト
ボ

1
ル
の
会
場
に
き
ま
「
道
を
、
き
れ
い
に
い
た
し
ま

も
、
体
育
祭
の
時
も
、
よ
〈
り
、
私
た
ち
の
学
校
は
、
ソ
し
よ
う
。
」
な
ど
と
い
っ
て
、

聞
〈
乙
と
ば
で
す
。
す
ば
ら

，
フ
ト
ボ

l
ル
の
競
技
場
と
し
表
だ
け
、
き
れ
い
に
か
ぎ
っ

し
い
陸
の
祭
典
が
行
な
わ
れ
て
、
全
日
本
の
国
体
選
手
を
て
も
、
他
の
県
か
ら
こ
ら
れ

ま

す

。

迎

え

る

光

栄

を

何

よ

り

、

う

た

選

手

や

、

お

客

さ

ん

に

、

そ
の
国
体
を
め
ざ
し
て
、
れ
し
〈
、
今
か
ら
そ
の
日
を
い
や
な
感
じ
を
あ
た
え
る
よ

諌
早
で
は
、
総
合
運
動
競
技
待
ち
あ
ぐ
ん
で
い
ま
す
。
う
な
事
が
あ
っ
て
は
、
な
ん

場
の
工
事
が
、
き
か
ん
に
行
国
体
に
は
、
全
国
か
ら
た
に
も
、
な
ら
な
い
と
思
っ
て

V
J
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、
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，
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‘
〈
，
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長

崎

国

体

作

文

集

長
崎
国
体
を
成
功
さ
せ
よ
う

市
立
中
央
小
学
校

六
年
一
組

お
し
ら
せ

学
校
校
舎
を
公
売

市
で
使
用
し
な
く
な
っ
た

次
の
建
物
を
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件

市
内
矢
上
郷
二
三

O
番
地

福
重
小
学
校
校
舎

(
五
四

五
平
方
メ
ー
ト
ル
)
便
所

羽
田
野
京
子

コ
!
ナ

i

(
四
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
)

倉
庫
ハ
二
十
六
、
四
四
平

方
メ
ー
ト
ル
)
い
ず
れ
も

木
造
瓦
葺
平
家
建
。

マ
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
入
札
の
日
時

八
月
十
日
午
前
十

一
時
か

ら
十
一
時
三
十
分
ま
で

マ
入
札
の
場
所

市
福
重
出
張
所

マ
入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
五
以
上

の
現
金

な
お
、
現
地
説
明
は
八
月

十
日
午
前
九
時
か
ら
十
時
三

十
分
ま
で
、
福
重
小
学
校
校

.~\ 

い
ま
す
o

y

努
力
し
て
も
、
み
ん
が
協

み
ん
な
に
長
崎
県
の
人
は
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

明
る
〈
、
親
切
で
、
や
さ
し
せ
ん
。

さ
を
持
っ
て
い
る
と
、
言
つ
み
ん
な
が
、
一
丸
と
な

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
努
力
て
こ
そ
集
ま
っ
た
人
た
ち

し
よ
う
で
は
、
め
り
ま
せ
ん
全
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、

か
。

派
な
競
技
が
出
来
る
も
の

道
な
ど
を
た
ず
ね
ら
れ
た
信
じ
ま
す
。

り
し
た
時
は
、
は
ず
か
し
が
あ
あ
、
あ
と
二
年
で
長
崎

ら
ず
に
、
は
っ
き
り
と
教
え
県
で
、
大
村
市
で
国
体
が
開

て

あ

げ

ま

し

ょ

う

。

か

れ

ま

す

。
私
は
長
崎
県
民

又
、
お
た
が
い
に
、

言
葉

の
一
人
と
し
て
、
県
の
ス
ロ

な
ど
わ
か
り
に
〈
い
と
と
ろ

l
ガ
ン
で
あ
る
明
朗
、
積
極

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
創
造
の
気
風
に
富
む
市
民
と

ん
な
時
か
げ
で
、
く
す
/
¥
な
り
、
国
体
の
す
ば
ら
し
い

笑
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
成
功
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
〈
ら

一
人
の
人
が
よ
く
し
よ
う
と

庭
で
行
な
い
ま
す
。
〈
わ
し

い
こ
と
は
財
政
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

妙
抱
一
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

l
八
月
六
日
開
く
l

第
五
回
目
の
少
年
、
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
が
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

，i 

お
わ
り

マ
日
時
八
月
六
目
、

九
時
か
ら

マ
場
所
玖
島
崎
大
村
モ

i

グ

l
ボ

l
ト
場

マ
参
加
資
格
満
五
才
か
ら

小
学
校
六
年
ま
で
の
少
年

少
女
で
す
が
、
一
般
、
中

学
生
、
親
子
な
ど
の
試
乗

も
で
き
ま
す
の
で
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

午
前

8月の母子検診

月日 |時 間 (場所

8. 8 ! 9.30-15.30 !鈴田出張所

8.9;9.30~15.30j竹松出張所

8・21i9・30-15・30i松原出張所
※今月は三浦地区、福重地区、萱瀬
地区は中止します。

商
工
業
者
の
実
態
調
査

商
工
会
議
所
で
は
、
数
年

ぶ
り
に
、
市
内
の
全
商
工
業

者
が
一
目
で
わ
か
る
商
工
名

艦
を
作
成
し
、
令
一
国
に
配
付

す
る
た
め
、
実
態
調
査
を
行

な
い
ま
す
。
八
月
上
旬
か
ら

会
議
所
の
調
査
員
が
巡
回
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

C
協

力
く
だ
さ
い
。

忌
明
に
寄
付

市
内
松
原
南
松
本
の
田
中

ツ
ヨ
さ
ん
は
亡
夫
田
中
実
蔵

さ
ん
の
忌
明
に
、
ま
た
西
本

町
小
川
啓
子
さ
ん
は
亡
母
小

原
フ
ヲ
さ
ん
の
忌
明
に
社
会

福
祉
事
業
資
金
に
と
そ
れ
ぞ

れ
金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た。、よみ
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、統
計
ゲ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
の
参
加
作
品
を
募
集

マ
応
募
資
格

第
一
部

l
小
学
生

第
二
部

1
中
学
生

第
三
部

l
高
校
生

第
四
部

1
一
般

マ
課
題
各
部
と
も
自
由

マ
規
格
(
用
紙
の
大
き
き
)

第
一
部
、
第
二
部
1
B
2

判
公
∞
・
∞
内
υ
¥

中
×
日
・
四
六

い
¥

Wぃ
)

第
三
部
、
第
四
部
1ー
B
1

昭和33年4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ(3) 

判
(
H
C
∞ム川
υ
¥

市
×
芯
・
∞
寸

υ
¥
中
)

マ
送
付
先

長
崎
市
江
一
戸
町
県
庁
内

県
統
計
課
長
崎
県
統
計

協
会

マ
締
切
日
九
月
九
日

-

マ
応
募
上
の
注
意

①
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
職
業
、
年
令

(
児
童
生
徒
は
学
校
名
学

年
)
を
明
記
す
る
こ
と
。

②
必
ず
作
品
に
用
い
た
統
計

表
(
M
m
・4
tぱ

υ
¥
市
×
同
∞
・
∞
寸

い
¥
W
ぃ
)
を
裏
面
に
添
付
す

マ
h
v
y
」ム」。

結
婚
相
談
苛
戸
}
を
開
設

善
意
銀
行
一

市
社
福
祉
協
議
会
で
は
結

婚
相
談
所
と
善
意
銀
行
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
設
し
ま
し
た

マ
結
婚
相
談
所

毎
週
水
曜
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

東
本
町
心
配
ご
と
相
談
所

内
で
行
な
い
ま
す
。

マ
善
意
銀
行

大
村
市
役
所
内
の
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
開
設
。

花
火
大
会
は
八
月
五
日

夏
の
最
大
の
納
涼
行
事
で

あ
る
花
火
大
会
が
今
年
も
八

月
五
日
、
午
後
八
時
か
ら
九

時
ま
で
、
玖
島
崎
で
行
な
わ

れ
ま
す
。

今
年
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
の
数
は
約
九
百
発
と
な
っ

て
い
ま
す
。

家
族
お
そ
ろ
い
で
涼
し
い

夏
の
夜
を
お
た
の
し
み
く
だ

さ
い
。

.. 、

一市税は前納しましょう一

2回以上にわけで納める市税でまだ納期の

乙ない分を前納すると、ほう奨金がもらえる

ばかりか納めるのを忘れたり、納期毎に納め

るわずらわしさもな〈なって非常に便利です

今年度から前納ほう奨金は市収納課または出

張所で納められると即時交付いたします。

例えば国民健康保険税を 8月末日までに前

納するとほう奨金は次のとおりです。

みんなで涼ごう i 
グほらネ、 i 
おばあちゃんだって ! 
おけいこしてるのヨグ

~ ~D，戸 、 除か 1 

P て~ /"-;.少、¥}-
uυ 、

台¥て
勺 1

~舌~丞邑 l 

税

1 0 
0 

竺旦i
1 

1 6 0 

8 0 1 0 

4 0 

3期

つ体力とわざを競200 
4 ~ 

一青年球技大会開く-

市内青年のパレーボールと卓球大会が7月23日、大村

高校で行なわれました.市内7地区から選ばれた約200

名の選手は汗にまみれて技と力を競ひました。

〔優勝〕 バレー z竹松(男) 三浦(女)

卓球=西大村〈男女〉

ほう奨金=(前納額の100分の1)x (納期前の月数)

←納税通知書は大切にー

「納税通知書Jを粉失したり納税するとき持
参しないと窓口が混雑し再発行の手数などの

ためお待たせすることがありますので大切に

保管し必ず持参〈だきるようお願いします。
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花
火
は
安
全
な
方
法
で

め
ん
ど
う
で
も
大
人
が

近
く
に
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

グ
夜
空
に
花
を
咲
か
せ
る
花

火
ペ
グ
庭
先
で
楽
し
む
花

火

HH
E
れ
も
そ
の
使
い
方
を

あ
や
ま
れ
ば
、
火
災
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

夏
の
夜
の
花
火
は
、
子
供

た
ち
ば
か
り
で
な
〈
大
人
た

ち
に
と
っ

て
も
大
変
た
の
し

い
も
の
で
す
。

と
〈
に
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
よ
い
遊
び

道
具
と
な
り
、
中
に
は
遠
く

ま
で
飛
ん
だ
り
大
き
な
音
を

た
て
て
火
を
出
す
も
の
や
、

点
火
と
と
も
に
火
を
吹
き
出

す
も
の
な
ど
お
も
し
ろ
〈
楽

し
め
る
半
面
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
σ

火
災
を
絶
体
に
起
き
な
い

よ
う
次
の
こ
と
が
ら
に
十
分

と
注
意
〈
だ
さ
い
。

①
マ

ッチ
は
子
供
に
持
た
せ

な
い
こ
と
。

②
遠

t
に
飛
ぶ
花
火
は
家
の

近
〈
で
あ
げ
な
い
乙
と。

庄司~
日曜当番医 CB月中〉
6日近藤内科出口小

児科原内科中央産婦

人科

13日 楠木眼科目崎外

科田中内科寺井内科

朝長婦人科

20日東内科上田内科

長崎内科後藤婦人科

27日 南野内科琴尾内

科桝本婦人科藤井内

科

③
枯
草
や
茂
み
に
向
か
っ
て

あ
げ
な
い
こ
と
.

⑨
花
火
あ
そ
び
に
は
必
ず
大

人
が
立
会
う
こ
と
。

J三
三

;

タ

ぷ

川

会

志

的

⑬

十

四

年

に
郡
立
大
村
実
科
高

職
員
数

1
七
十
九
名

…

ん

J
Rリ
ぽ
[
一
一
刻

-sη
《

f
レ

等

女

学

校
と
な
り
現
在
の
大

学
校
長

1
松
永
利
雄
氏
川

村
駅
前
に
校
舎
が
あ
っ

た
。

過

覇

園
田
理
癒
鱒
端
的問

~

一
大
村
高
等
学
校

百
人
を
超
え、

授
業
料
は
月
大
正
十
年
に
は
県

立

大

村

高

山

一

舗

瞬

ぐ

だ

~

大

村
高
等
学
校
は
大
村
市
十
五
銭
で
あ

っ
た
。

翌
十
八
等
女
学
校
と
な
り
、
昭
和
九

y

鴎
蹴
闇
闇
闘
機
灘
縦

一

一
街
地
の
南
郊
外
、
久
原
丘
に
年
現
在
の
大
村
小
学
校
敷
地
年
現
在
の
園
高
敷
地
に
払
転

一句
協

鱒

脳
闘

関

越
機

一

~
建
っ
て
い
る
。
旧
中
学
校
は

に
二
階
建
校
舎
を
新
築
、
三
し
て
い
る
。

¥

諮
闘
圃
園
田
闘
機

川

一
現
在
の
片
町
西
川
病
院
高
台
十

一年
県
立
玖
島
学
舘
と
な

昭
和
二
十
三
年
に
は
学
制

j
舗
翻
繍
慰
労

叫
に
明
治
十
二
年
公
立
大
村
中

り

、
大
正
八
年
県
立
大
村
中

改
革
に
よ
り
男
女
共
学
と

な

岨

額

欄

脳

髄

鶴

ソ

叩
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
が

学

校

長

称

、
号

王

一
り
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

鍾

醸

脳

機

九

(
文
部
省
の

一
県

一
校
の
方
針
年
県
立
大
村
高
等
学
校
と
な

現
在
の
生
徒
数
は
約
千
二

、.町
三

換

問

j

舗
警

ι数
週
語
調
姐
回
開
臥
慰
匹
E
T

翻
齢
醜
聞
閉
栂
一、一
品

~
で
療
校
と
な

っ
た
。
そ
の
後

っ
た
。
現
在
の
校
舎
は
昭
和

百
人
、
全
日
制
と
定
時
制
が
ら
議
機
畿
脳
額
汐
騨
鱗
磯

ヤ
私
立
中
学
校
の
設
立
が
認
可
八
年
に
完
成
し
て
い
る
。

設

け
ら
れ
、

学
力
の
向
上
体

臨
機
灘

欝

糟

叫

曝

湿

九

(
さ
れ
、

明
治
十
七
年
開
校
し
旧
女
学
校
は
、
明
治
四
十
育
振
興
と
健
康
の
維
持
増
進

議
設

ν磁
闘
鶏
寸
闘
鳴
縦一
二

~
た
。

当
時
は
四
年
制
で
半
年

三
年
町
立
女
子
手
芸
学
校
と

を

目
標
に
勉
学
に

い
そ
し
ん

よ
委

設
灘

-

闘

ダ
j

ぶ

開

通

園

明
一
一

V

と
と
に
進
級
し
、
生
徒
数
も
し
て
幸
町
に
開
校
さ
れ
、
四
で
い
る
。
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緬
i
圃
掴
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⑤
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
〈

で
花
火
を
し
な
い
乙
と
。

⑨
必
ず
水
を
用
意
し
て
お
〈

乙
と
。

⑦
残
っ
た
花
火
は
子
供
の
知

ら
な
い
と
乙
ろ
、

手
の
と

ど
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管

す
る
こ
と
。

故
郷
を
離
れ
た
友
達

に
手
紙
を
出
そ
う

大
村
市
内
か
ら
、

東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
な
ど
日
本
国

中
い
た
る
と
乙
ろ
に
、
故
郷

を
は
な
れ
て
働
い
て

い
る
多

〈
の
友
達
が

い
ま
す
。
乙
の

人
た
ち
に
大
村
の
こ
と
を
知

ら
せ
て
あ
げ
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
。

郵
便
局
で
は
、
集
団
就
職

， 

〆

し
て
都
会
で
働
い
て
い
る
青

少
年
の
離
職
、
非
行
、
不
良

佑
の
防
止
す
る
た
め
、
愛
の

た
よ
り
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

郵
便
に
よ
っ
て
家
庭
や
出
身

校
と
勤
労
青
少
年
を
結
び

つ

け
て
勤
労
意
欲
を
高
め
大
村

出
身
の
グ
プ
ラ
イ
ド
グ
を
持

た
せ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

干
A
E
F
勺
ノ
。

受
話
器
は
正
し
く

か
け
ま
し
ょ
う

σ受
話
器
は
正
し
〈
か
け
な

い
と
、
話
し
中
の
状
態
と

な
っ
て
外
か
ら
電
話
が
掛

か
り
ま
せ
ん
.
折
角
の
便

利
な
電
話
の
利
用
が
で
き

な
い
乙
と
に
な
り
ま
す
。

②
受
話
器
を
は
ず
し
て
お
〈

と
機
械
が
過
熱
し
て
火
災

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⑨
受
話
器
を
正
し
〈
掛
け
た

つ
も
り
で
も
よ
〈
掛
か
っ

て
い
な
い
場
合
が
多
い
も

の
で
す
。
も
う

一
度
た
し

か
め
ま
し
ょ
う
。
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